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『基盤としてのナラティブ』を意識化すること   をとりいれる形式との間で、どのような違いがあ
により、過去の体験が再構成され、知識となって   るかという点に焦点をあてて、例示してみたい。
蓄えられ、未来に向けての予測が可能になってい
く。常に大変だった過去の体験が、「私はこうい
う体験をした」という言葉で整理されると、わけ  例 示 1:
のわからない苦しい体験が、何が起きたのかがわ   (1)ADD(不注意優勢型)、ASD傾向のあ
かる体験に再構成されていく。その理解のプロセ      る女子学生
スは未来を予測する知恵に繋がっていく。       ① 事例C:文系学部2年女子学生
このようなナラティブ・アプローチのプロセス   ②  主訴 :冬期鬱病ではないか
全体を通して、学生は対話の相手である支援者を   ③  観察や聞き取りによるアセスメント
意識し、二者間のコミュニケ早ションに積極的な    大 学 2年生率子。自分の思いを言語化するこ     |
関心をもって対話に積極的に参加するようになっ    とが苦手で、質問されても反応が少なく、表情
ていく。このような学生と支援者の間で行われる    が乏しい傾向がある。小学校中学年までは多動     |
対話そのものが援助的であり、心理教育的アプロ  ー   傾向があり、周囲の雰囲気に合わないことをし     |
チの一環として位置付けられる6このようなアセ    て注意されることがあった。同性の友人と話題
スメントと支援、あるいは支援に対するアセスメ    が合わずなじめなかったので友人はいなかった。     |
ントというサイクルが、何度も繰り返し行われる    中学校では課題が増え、優先順位を決められな
ことによって、本格的な支援が自然に始まってい    いので、課題が遅れがちになることが多かった。     |
くと考える。                    部活は運動部に入ったが協調性運動障害がある
2。ナラティブ・アセスメントによる事例の紹介   [::勉集t遣儒ifL重喜省麓璽T逸塁軍と     |
ナラティブ・アセスメントは、支援における対    ないことが多かった。学習は聴覚的な情報が入
話の方法論であると同時に、デセスメントの内容    りにくいため、授業だけでは習得できなかった     |
を物語的に記述することによって、支援者間の情   が 、塾に通い個別の指導を受けることによって
VT管:予言薯動[檸71哲:看胤[;ヒllt    習段[堰撃濃量進腎褥[緊浄量「タザ要,生l     l
事燿貰i;|:鷹鼻fiど'1;Elヒtこ電ム」暮   i↑F」[][〔「ごξ:婁1131liflllる」,テl[     |の典型的な形式(事例紹介)を提示してみたい。    授業中に集中し続けることができず、ファンタ
ツールとしてのナラティブ・アセスメントとは、    ジーに浸ることが多く、また、パニックになり     |
支援者の一人が語り手、あるいは書き手として聴   教 室を抜け出してしまうことがあった。
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目的の記述を、数値と概念によって構成された従   食 事の用意など身の回りのことはまったくでき
来の報告形式で行うよりも、物語型形式で行うほ    なかっ■。時間管理、スケジュール管理ができ     |
うが、情報 ・理解の共有がはるかにうまくいくこ    ず、授業には必ずといっていいほど遅刻し、レ
とを経験している。もちろん、物語とは本来多様    ポー トや課題は期限に間に合うように提出でき     ‐
な語り方が許容されるものなので、一つの理想的   な いことが多かった。これは実行機能の障害で     |
な形式があるというわけではない。ここでは、従    あ り、たとえば、レポートを書かなければいけ
来の記述に近い形式と、できる限り 「生の語り」   な いことはわかっているのだが、パソコンの前
28
に3時間ほどただ座っているだけのこともあり、
結果的に提出が遅れてしまう。同時に二つのこ
とに取り組むことができないので、授業とサー
クルの発表が重なる後期は、追い詰められてし
まい、気分が沈む。
以上のようなことを総合的に判断すると、不
注意優勢型のADDと、社会性の問題のあるA
SDの傾向があると考えられる。
例示 2:
(2)冬になると気分が沈み、弓|きこもってしま
う。自分は冬期鬱病ではないか、という悩み
を持っている女子学生
① 事例C:文系学部 2年女子学生
② 主訴 :冬期鬱病ではないか
③ ナラティブ・アセスメント
Cさんは大学 2年生です。自分の思っている
ことを相手にどう説明したらよいか、とても悩
みます。ぴったりした表現を探しているうちに、
「ぼ一っとしているね」とか、「何で返事をしな
いの !」と叱られてしまうことがあります。月ヽ
学生の頃は、クラスの中心にいて元気な子ども
でした。好きなことを言って、好きなことをし
ていましたが、誰にも叱られませんでしたし、
一緒に遊んでくれる男子もいました。女子と二
緒に遊ぶことはありませんでした。男子と遊ぶ
ことが多かったからだと思います。中学の時の
部活で、顧間の先生からひどく叱られたことが
今でも強く印象に残っています。授業が終わっ
て急いでネットを張りにいったのに、すでに誰
かがしてしまっていたのです。さぼっていたわ
けではありません。
高校時代は、勉強ばかりしていました。休み
時間もあっという間に時間が経ってしまいます。
誰かと話す時間なんてありません。進学校だっ
たので、授業の進み方も早く、私は聞くだけで
は頭に入っていかないし、板書を写しながら先
生の言葉を聞くなんてできません。そのうちに、
何も考えたくなくなって、遮、と昨日のことを思
い出したり、ぼ一っとしてしまったりすること
があります。それでもさらに苦しくなると、保
健室に駆け込むことがありました。しばらく静
かにしていると、楽になっていきました6
大学に入学したら、家から通うのが大変なの
で下宿をすることに決めました。自由でいいな
あと思いましたが、すべて自分でしなければい
けないので大変でした。朝は6時に起きるので
すが、それからお風呂に入り、遮、と気づくと2
時間経っていることもあります。そのあと髪を
洗ってお化粧をすると、8時40分になってしま
いました。 1限目の授業に間に合いません。慌
てて走って教室に行くと、みんなが振り返って
私を見ます。先生はため息をついて私を見ます。
毎回、遅刻するので、「また君か ・・」と言わ
れることもあります:
レポートの課題はすぐに取り組もうと思いま
す。でも、パソコンを前にして、考えているう
ちに気づくと3時間も経っていることがありま
す。次の日も、次の日も同じように時間が過ぎ
ていきます。結局、提出日を過ぎてしまってか
ら、徹夜で仕上げて持っていくことになります。
怠けているわけではないのに、どうしても期限
を守れないのです。
11月から12月にかけては、忙しい時期です。
サークルの定期演奏会があり、その練習が毎日
のようにあります。授業とサークルをこなすの
は、とても大変です。でも、他の人たちは、こ
れにアルバイトもあるのに、すべてこなしてい
ます。アルバイトをしていないからと言われ、
会計の仕事も回ってきました。手を抜いている
わけではないのに、「まだできていないの !」
とか、「早くやってくれないと進まないでしょ」
と先輩から注意されることもあります。去年も
この時期は、やることがいっぱい重なって、苦
しくなってしまいました。やらなければいけな
いことが、頭の中にバラバラに散らばってひし
めきあっています。そんな状況の中、ついに身
体が動かなくなってしまいました。外に出られ
なくなってしまったのです。Cさんは、しなけ
ればいけないことが重なると、どれから手をつ
発達障害大学生支援におけるナラティブ・アセスメント
けてよいのか、判断することができず、頭の中
が飽和状態になってしまいます。そうなってし
まうと、身体も動かなくなってしまい、それを
自分ではどうすることもできません。いつも一
生懸命なのに、いつも他の人よりも遅れてしま
います。努力しても足りないのは昔からですが、
大学になってからは、いっそうそれがひどくなっ
てきました。みんなと同じようにしているのに、
みんなだけが知っていて、Cさんが知らないこ
ともあるといいます。ひょっとして、自分のい
ないところで、みんなは打ち合わせをしている
のかもしれないと疑心暗鬼になってしまいまし
た。特に、11月から12月の寒い時期は、体調も
気分も優れません。インターネ,卜で検索した
ら、「冬期鬱病」という病名を発見しました。
症状は今のCさんの症状にぴったりでした。こ
れは、私の努力不足ではなくて、病気のせいか
もしれません。病気ならば、治ればみんなと一
緒なことができるようになるでしょう。
この二つの記述は、同じ学生の同じ状況を描写
したものである。前者は発達障害の視点を持ちな
がらのアセスメントであり、後者はあくまで本人
の語りをつないでいくナラティブ・アセスメント
の中で見えてくるCさんの主観的な内的世界であ
る。T般的に、前者のアセスメントが主流であり、
そうなると、その見立ての根拠となる心理テスト
や発達検査が必要になってくる。しかしながら、
先にも述べたように、支援はすぐに開始され、学
生本人の困っている状況に対処していかなければ
ならない。まずは、ナラティブ・アセスメントに
より、彼女の物語に沿って対話を続け、対処法を
一緒に考えていき、うまくいく方法を確認しなが
ら、Cさんなりの対処法を見つけ出していくこと
が大切なのではないだろうか。もちろん、前者の
アセスメントが必要ないといっているわけではな
い。筆者の場合、この二つのス トー リーが前後し
て浮かび、両者をつなげつつ、ナラティブ・アセ
スメントを行っているというのが実感である。
3。 おわりに
支援に大切なことは、学生が困っている状況を
本人の視点で描き出し、彼らも自分自身に起きて
いることを理解することを手助けすることである。
ナラティブ0アセスメントはそのための有効なア
プローチ法であると考える。
発達障害大学生の支援における 「ナラティブ・
アセスメント」とは、「発達障害大学生支援のプ
ロセスにおける連続的な判断プロセス (診断、支
援方法の選択、合理的配慮の決定、支援効果の評
価、予後予測など)を、物語的対話を通じて行う
ための方法論である」と定義することができる。
このプロセスを支援者と当事者が共有することに
よって、学生自身の自己理解と成長が促進される
と思われる。
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